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株式会社の概要 

商号：JNC株式会社 
創業：1906年1月12日 
設立：2011年1月12日 
資本金：311億5,000万円 
従業員数：3,303名（連結） 
持株会社：チッソ株式会社 
本社：〒100-8105 
    東京都千代田区丸の内2-2-1新大手町ビル９F 
 
2012年度売上：２,00４億円 

事業概要 「化学」をキーワードとして多岐に 
                 わたる製品を製造･販売しています。 
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ロゴマークの意味 
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Three Core Technical Competencies 
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Business Segments 

JNC corporation 
Business domains 

機能材料部門 加工品部門 

Liquid Crystal Div. 

Electric Components Div. 

Electronics & IT Mater Div. 

Fiber Div. 

Precise Fabricated Div. 

JNC Filter Co. Ltd. 

化学品部門 環境分野 

Business Stirring Dept. 

Chemical Div. JNC Environment 
 Engineering Co. Ltd. 

JNC株式会社 

Electric Power  
Business Div. 

  Battery Material 
Office 
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事業概要１ 
機能材料分野 

加工品分野 

液晶組成物 薄膜材料     
   液晶配向膜 
   オーバーコート 

電子部品 
  LSI実装加工 

有機EL材料 
  電子輸送材料 
  正孔輸送材料 
  発光材料他 

電子情報材料 
    IJ感光材料 
    IJ絶縁材料 
    透明導電インク 
    機能性薄膜 

合成樹脂製品 
  ガラス繊維強化PP 
  ポリプロピレン 
  ポリエチレン 

繊維製品 
  不織布、複合繊維 
  フィルター 

精密加工品 
  精密塗工フィルム 
  LiBセパレーター 

JNC株式会社 
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事業概要２ 
化学品分野 

エネルギー・環境分野 

アルコール･溶剤 
 アルコール類 
 アルデヒド類 
 ケトン類 
 脂肪酸、エステル類 

シリコン化合物 
  有機シリコン 
  反応性シリコン 
  三塩化珪素 
  四塩化珪素 

ライフケミカル 
  動物診断薬 
  球状セルロース 
  魚由来コラーゲン 
  ヒアルロン酸 

ライフケミカル 
  合成コラーゲン 
  発光蛋白質 
  発光基材 

排水処理  
  リアクターバイオシステム 

肥料 
  高度化成肥料 

  被覆肥料 
  園芸用培土 

JNC株式会社 

発電 
水力、火力発電所 
   

Liイオン二次電池 
周辺部材 
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http://www.jnc-corp.co.jp/index.html 
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• 研究開発システムの見直し 
 ・生産技術との連携 
 
• 研究開発基盤整備 
 ・開発支援ツ－ル（ＴＲＩＺ）の導入検討  

・生産技術の競争力アップ 
・新生産技術確立 
・製造コストダウン 
 

2010年度 研究開発方針 

株式会社 JNC株式会社 
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•多くのテーマを限られた研究開発要員、生産技術検討要 

員で対応していく必要あり 

•R&Dから生産（事業化）までの開発スピードを益々加速 

することを求められている 

•有力な大手競合他社と多くの分野で競わねばならない 
 

•競合他社に先んじて新しい手法、ツールを取り入れるこ 

とによって競争力強化、人材育成を図る 

方針の背景 

株式会社 JNC株式会社 
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最終製品で不良発生 

⇒顧客からクレーム 

■ ■ ■ ■ ■ ■する
と不要物が混入 

解決したい課題 

株式会社 JNC株式会社 
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問題をTRIZに沿って 
TRIZの立場 
「イノベーションはニーズにより生じる」 

ニーズとは、現状に対して 

① 望ましい有益機能がない 

② 望ましい有益機能が不十分だ 

③ 受け入れたくない有害作用がある 

株式会社 JNC株式会社 
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問題をTRIZに沿って 

② 望ましい有益機能が不十分だ 

   ■ ■ ■ ■が不十分 

③ 受け入れたくない有害作用がある 

    ■ ■に長時間、多量の■ ■ 

理想解あり 

株式会社 JNC株式会社 
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活用したTRIZツール 

現システム要素の関係を明確化 

技術システムが 
進化する変化の形式集 

矛盾マトリクスによる発明原理の提案 

メンバー間での情報の共有 

機能-属性分析 

進化の 
パターン 

工学的矛盾 

原因-結果分析 課題の原因と結果を明確化 

アイデアの結合（アウトプット） 

JNC株式会社 
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メンバー構成 

JNC株式会社 

• 本社 R&Dマネージャー               1名 
• 他研究所 研究員（異分野）      1名 
• 水俣研究所 研究員（担当外）     3名 
• 担当研究員                2名 
• 担当現場管理者                          1名 
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TRIZの手法に沿ったブレーンストーミング 
アウトプットは付箋紙 

属人手法 

メンバー間での情報の共有 

機能-属性分析 

進化の 
パターン 

工学的矛盾 

原因-結果分析 

JNC株式会社 
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作図により各要素の関係を明確にする 

スーパーシステム 

■ ■ ■ ■ ターゲット 

自由な設計変更が困難な要素 
・ ■ ■ ・ ■ ■ ・ ■ ■ ・ ■ ■ 。 

コンポーネント 設計変更できる要素 
・ ■ ■ ・ ■ ■ ・ ■ ■ ・ ■ ■ 。 

有用作用 有害作用 
不足作用 過剰作用 

機能-属性分析 現システム要素の関係を明確化 

JNC株式会社 
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機能-属性分析 現システム要素の関係を明確化 
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原因結果の関係を作図 

困っていること、解決したいこと 
・ ■ ■ ■ ■出来ない。 
・多量の■ ■ 。 
・ ■ ■ ■ ■ 。 

望ましくない結果 

要因の書き出し 

原因 改善効果の高い問題点 

原因-結果分析 課題の原因と結果を明確化 

JNC株式会社 
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洗浄液の置 
き換わりがし 
にくいから 

AN 
D 

AN 
D 

AN 
D 

AN 
D 

AN 
D 

AN 
D 

AN 
D AN 

D 

AN 
D 

AN 
D 

AN 
D 

AN 
D 

AN 
D 

AN 
D 

洗浄槽で洗っ 
ているから 

ＰＶＦをきちんと洗 
浄できない 

多量のお湯を使う 
から 

長時間洗浄す 
るから 

不純物がＰＶ 
Ｆから取り除 
けないから 

撹拌が足り 
ないから 

洗浄水の温度が 
低いから 

ＰＶＦの粒子が 
不純物を取り 
除きにくい構造 

だから 

洗浄水の１ 
回あたりに仕 
込み量が少 
ないから 

洗浄水の１ 
回あたりの 
排出量が少 
ないから 

洗浄槽が外 
気で冷やさ 
れるから 

ＰＶＦの粒子が 
大きいから 

不純物の抽出量 
が少ないから 

不純物が洗 
浄水に抽出 
されにくいか 

ら 

洗浄槽の温 
度を上げにく 

いから 

洗浄槽を冷や 
しにくいから 

洗浄に水を 
使うから 

工程中で不 
純物の確認 
をしないから 

温水で温め 
ているから 

ＰＶＦと不純物 
の親和力が大 
きいから 

高温での洗 
浄時間が短 
いから 

洗浄水の出 
し・入れに時 
間がかかる 

から 

酸性物質（硫 
酸、ギ酸、酢 
酸）を酸性溶 
液で洗浄し 
てるから 

洗浄水量が 
少ないから 
（全ﾎﾞﾘｭｰﾑ） 

気相部分の 
入れ替えをし 
ないから 

ＰＶＦ同士で 
合一するか 

ら 

洗浄槽を直 
接加熱でき 
ないから 

洗浄水の入 
れ替え回数 
が多いから 

洗浄水を少 
量しか入れ 
替えないか 

ら 

不純物（ホルムアル 
デヒド、ギ酸）が気 

化するから 

不純物が凝縮す 
るから 

洗浄水中の 
不純物濃度 
が高いから 

洗浄初期に 
洗浄温度を 
高く出来ない 

から 

初期の不純 
物（酢酸）濃 
度が高いか 

ら 

ＰＶＦが固体 
だから 

攪拌羽が 2 枚 
+4 枚パドル 
だから 

攪拌速度が 
低いから 

邪魔板の数 
が少ないか 

ら 

邪魔板の位 
置が低いか 

ら 

ジャケットが 
ないから 

スクリーンを 
通すから 

給水配管径 
が小さいから 

排水に時間 
がかかるか 

ら 
給水に時間 
がかかるか 

ら 

温水の供給 
能力が低い 

から 

確認に時間 
がかかるか 

ら 

全量抜き出 
しをしないか 

ら 

横抜き出しだ 
から 

抜き出し口ま 
で排水しない 

から 

洗浄槽の容 
量が小さい 

から 

排水配管径 
が小さいから 

スクリーンの 
面積が狭い 

から 

スクリーンが 
詰まるから 

ＰＶＦを加熱 
するから 

原因 

望ましくない結果 

原因-結果分析 課題の原因と結果を明確化 

AN 
D 
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1. ■ ■ ■ ■ ■ ■だから 
2. ■ ■ ■ ■ ■ ■だから 
3. ■ ■ ■ ■ ■ ■だから 
4. ■ ■ ■ ■ ■ ■だから 
5. ■ ■ ■ ■ ■ ■だから 
6. ■ ■ ■ ■ ■ ■だから 
7. ■ ■ ■ ■ ■ ■だから 
8. ■ ■ ■ ■ ■ ■だから 
9. ■ ■ ■ ■ ■ ■だから 
10.■ ■ ■ ■ ■ ■だから 

改善効果の高い原因が明らかになる 

原因-結果分析 課題の原因と結果を明確化 

株式会社 JNC株式会社 
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トレードオフの関係を見つける 

矛盾マトリックスが 
     発明原理を提案        

アイデア出し 

改善 劣化 

工学的矛盾 矛盾マトリクスによる発明原理の提案 

JNC株式会社 
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■ ■ ■ ■ 
十分に■ ■ ■ ■し易い 

■ ■ ■ ■ ■すると 
トレードオフの関係を見つける 

JNC株式会社 

工学的矛盾 矛盾マトリクスによる発明原理の提案 
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■ ■ ■ ■の 
■ ■不足 

■ ■ ■い 

■粗い■ ■ ■ ■を使うと 
トレードオフの関係を見つける 

株式会社 JNC株式会社 

工学的矛盾 矛盾マトリクスによる発明原理の提案 
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劣化する点:■■■■■■する 

改善点 

 

■■■■■
を使う 

 

30.物体が受
ける有害要因 

25.時間の
無駄 

6.静止物
体の面積 

発明原理 

27,2,39,35 

発明原理 

10,35,4, 

18 

12.形状 発明原理 

22,1,2,35 

発明原理 

14,10,34, 

17 

原因 1. ■ ■ ■ ■ ■だから 

矛盾マトリクスによる発明原理の提案 
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30 
物体が受け 
る有害要因 

6 
静止物体の 

面積 

発明原理 

27,2,39,35 

矛盾マトリクスによる発明原理の提案 
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27.高価な長寿命より安価な短寿命の原理 
■ ■ ■ ■を使っても■ ■ ■ ■ないアイデア 

発明原理を参考に アイデア出し 

？ ？ 
JNC株式会社 
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トレードオフの関係を見つける 

発明原理の提案 

アイデア出し ひたすら 
繰り返す 

× 発明原理 × アイデア  

■件×■～■件 × ■～■件 ＝ ■ ■０件 

中核問題 

網羅的にアイデアを出せる 
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進化パターンを参考にアイデア出し 

 
原因 

 
■件 

 

進化パターン事例 

進化の 
パターン 

技術システムが 
進化する変化の形式集 

株式会社 JNC株式会社 
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作用の調整進化 
「■■■■が足りないから」を解決 

高速 
低速 

進化パターンからのアイデア出し 

？ ？ 
株式会社 JNC株式会社 
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ひたすら 
繰り返す 

 アイデア ＝■０件  

Ｇｏｏｄ Ｐｏｉｎｔ！ 

網羅的にアイデアを出せる 

進化パターンからのアイデア出し 

株式会社 JNC株式会社 
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

アイデアの結合（アウトプット） 

300件以上 

機能-属性分析 

進化の 
パターン 

工学的矛盾 

原因-結果分析 
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サブシステムの説明 特性A 特性B 特性 特性C 特性D 特性E Cost

現状実力PVFポリマー粒子 不溶分発生 洗浄時間 閉塞の有無 回数 洗浄水量 エネルギー 参考 α β γ δ η ι ζ θ

A-1-1 フィルターが詰まらない工夫 Ｓ + + S Ｓ S -
A-1-2 フィルターが詰まらない工夫 Ｓ + + S Ｓ S - ○ ○
A-1-3 フィルターが詰まらない工夫 Ｓ + + S Ｓ S -
A-2-1 フィルターが詰まった後の工夫 Ｓ + Ｓ S Ｓ S -
A-2-2 フィルターが詰まった後の工夫 Ｓ - Ｓ S Ｓ S -
A-2-3 フィルターが詰まった後の工夫 Ｓ + Ｓ S Ｓ S -
B 底弁抜き出し（スピードアップ） + + - + + + + ○
C-1 ジャケットの保温 + + Ｓ + + - - ○
C-2 バッフルでの攪拌効率アップ + + Ｓ + + S -
D-1-1 ２軸化による攪拌効率アップ + + Ｓ + + S - ○
D-1-2 ２軸化による攪拌効率アップ + + Ｓ + + S - ○
D-2 回転数を洗浄、抜き出しで調整 Ｓ - + + + + S ○ ○ ○ ○
E-1-1 三回でデコーン（脱水＋水足す） + + + + Ｓ - - ○
E-1-2 三回でデコーン（脱水） + + - + + - -
E-2 袋詰め後に洗浄 + - + - + S -
E-3 イオン交換樹脂 + - Ｓ + + S -
E-4 エタノール抽出 + + Ｓ + + S 排水処理 ○
E-5 アルカリ中和 + + Ｓ + + S 排水処理 ○
E-6 静置分離 Ｓ - + + + S ○ ○ ○
E-7 スチームによる加熱 + + - + + - ○
E-8 超音波洗浄 + + Ｓ + + -
F-1-1 蒸発分を濃縮除去 + + Ｓ + + - ○
F-1-2 蒸発分を濃縮除去 + + Ｓ + + -
F-2 凝縮防止 + S Ｓ Ｓ + - ○

特性A 特性B 特性 特性C 特性D 特性E Cost
不溶分発生 洗浄時間 閉塞の有無 回数 洗浄水量 エネルギー 参考)

短期（１～２年） 0 18.75 3 45 173.5 S 0.6 ◎ ○

中期（３年） 0 12.5 0 30 124 S 0.4 ◎ ○ △ △

将来（５年） 0 6.25 0 15 74.5 S 0.2 ◎ ○

評価

アイデアの結合（アウトプット） 
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容易      現実度      難 

魅力度 
高 

低 

評価の高いアイデアの統合と評価 
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株式会社 

低速 低速 

短期（１～２）年で実現可能なアイデア 

？ ？ 
JNC株式会社 
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・過去の経験、知見 
・ベテランの知識 

 
問題点を見て、 
即、解決策が浮かぶ 

問題点 

解決策１：即決 

単純 

やや複雑な問題 

複数の要因 

解決策２：検討 

・要因解析 
・他部署の知見 

 
複数のメンバーでの 
議論、検討 

 

発想の飛躍が必要 

解決策3：TRIZ 

・時間をかけて解決 
・他業界の技術 

 
  発明的発想 

 

＜状況の認識共有＞ 
・機能属性分析 
・要因分析 

      ＜TRIZ＞ 
・特許分析による発想のヒント 
・他分野の発明技術 

ＴＲＩＺを導入してみて 

株式会社 JNC株式会社 
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• 機能ｰ属性分析、原因ｰ結果分析をプロジェクトメン
バー全員で実施することにより、問題全体を把握共
有できる。 

• Ｇｏｌｄｆｉｒｅを利用することにより、発明原理など知識
ベースからのヒントがアイデア出しを支援する。 

• 解決策に対してメンバーの共感が得られる。 
• 経験の浅いメンバーのボトムアップに繋がる。 

 

• 手法習得には時間（訓練）が必要。社内コンサルタ
ント（スペシャリスト）の育成が望ましい。 

• 機械・電気電子系装置の実績が多数。より化学系
に合わせた改良（読み替え）を検討中。 

 

職 
場 
の 
改 
善 
活 
動 
に 
利 
用 

ＴＲＩＺを導入してみて 

株式会社 JNC株式会社 
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「知識を活用したイノベーション支援環境」を提
供し、イノベーションのプロセスを支援する 
 
【支援環境】 
・実績のある課題分析・発想手法（TRIZ) 
・社内・社外に蓄積された膨大な知見を、 
 課題分析や解決策のヒント探しに活用 
 するための知識検索機能 
・個人の力だけでなく組織の力も合わせて 
 課題を解決するためのコラボレーション 
 機能 
 

イノベーション支援ソフトウェア 

Goldfireの効用 

JNC株式会社 
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• 社内に蓄積された膨大な知見(データ）を、知
識検索機能を利用して課題分析や解決策のヒ
ントに活用出来る。百年超の歴史を誇る社内
蓄積データと昨今急速に蓄積しつつある調査
データを利用可能。 

 
• 「知識ベース」をカスタマイズ出来る。Web上
に存在する幾多のオープンデータベースを取
り込み、検索可能な状態をキープしている。 
 

 

Goldfireの効用 

JNC株式会社 
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アイデア株式会社 
 

前古 護 社長 
笠井 肇 様 

桑原 正浩 様 
 
 
 
 
 

JNC株式会社 
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